
黒い雲が広がってゴジラVSキン
グギドラの戦いが始まった！！
僕は口から光線を出すゴジラが
一番好きなんだ

櫻 井　琥 白くん（さくら組）
こ はくさくら い

かな とよこ た

トリケラトプスにティラノサ
ウルス…大好きな恐竜を描い
たよ！火山が噴火して逃げて
いる所！

横 田　叶 翔くん（さくら組）

７月
男　1,208人（±０人）
女　1,244人（－３人）
計　2,452人（－３人）
世帯数925世帯（±０世帯）
（令和元年５月末現在）

12月

人の動き

む ら の ガイド
令和元年

誕 生 石

燃えるごみ収集日　新郷村全域　月曜日・木曜日（祝日も収集します）

家庭ごみは収集日の朝に出して下さい。生ごみの水切りにご協力を

ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう

村民相談日　毎週月・木曜日　午前９時〜午後４時まで（場所：山村開発センター　祝日の場合は曜日変更あり）

２０１９年７月
行　　事　　等日 曜

新郷温泉館休館日
村・県民税　第１期納期限
特定健診
特定健診（～５日）
資源ごみ（ペットボトル等２品目）収集日
人権相談（相談室 9：00～12：00）
粗大ごみ収集申込受付（～12日）
第27回青森ウェストン祭
新郷温泉館休館日
行政相談（相談室 9：00～11：00）
特定健診
障がい者出張相談

（総合福祉センター会議室 10：00～12：00）
特定健診（～12日）
資源ごみ（新聞等５品目）収集日
献血
乳児・１歳６ヵ月児・２歳児健診
特定健診
特定健診（～19日）
資源ごみ（ビン・ペットボトル等２品目）収集日
粗大ごみ収集日
村内小中学校　第１学期終業式
プール開き
第434回親子早起き掃除
新郷温泉館休館日
燃えないごみ収集日
特定健診

「くらし」と「しごと」無料相談会
（総合福祉センター 13：00～16：00）
特定健診（～26日）
資源ごみ（缶）収集日
暮らしの相談会

（相談室 10：00～12：00）※事前予約必要
新郷温泉館休館日
特定健診
国民健康保険税　第１期納期限
介護保険料　第１期納期限

1

2
4

5

7
8

9

10

11

12

16
18

19

20
21
22

23

25

26

29
30

31

月

火
木

金

日
月

火

水

木

金

火
木

金

土
日
月

火

木

金

月
火

水

みんなで支える国民年金

日本年金機構

神無月

10

ぼくとわたしの絵 ○しんごう保育園304

献血にご協力を！
～みなさまの、あたたかいご協力をお願いします～

令和元年７月12日（金）
・10時～12時　　　美郷館前
・13時30分～16時　新郷診療所前
※400㎖献血は、以下に該当する
　方が協力できます。
・年齢　男性17歳から69歳までの方
　　　　女性18歳から69歳までの方
・体重　男女とも50kg以上の方

「広げよう、献血の輪！」献血はみなさまの善意に
よって支えられています。

チャレンジデー2019　Ｐ２－３

・平成30年度　予算執行状況 …………………… Ｐ４－５

・第56回キリスト祭 ……………………………… Ｐ６

・電子申告導入で住民サービス向上へ ………… Ｐ６

・熱中症に気をつけましょう …………………… Ｐ９

ルビー（紅玉）
̶ 情熱・権威 ̶

ふみつき
July文 月

主な話題

新郷村健康宣言

○し身体の状態を確かめるため、年１回は健（検）診を受けます

○ん「んだんだ」と、仲間と共感しあえる時間をつくります

○ごごはんとおかず、野菜を毎食そろえて食べます

○う運動する時間を、週３日１回10分以上とります

令和元年５月２９日
こ う ふ く の 日

問い合わせ　役場厚生課　ＴＥＬ：61－7555

（関連記事３ページ）
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５
月
の
最
終
水
曜
日
、

全
国
一
斉
に
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
２
０
１
９
」が
開
催

さ
れ
、
１
１
９
自
治
体（
58

市
１
区
46
町
14
村
）、
延
べ

３
０
６
万
５
４
３
８
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
は
、
笹
川
ス
ポ
ー
ツ

財
団（
東
京
都
）が
主
催
。

午
前
０
時
か
ら
午
後
９
時
ま

で
の
間
に
、
自
治
体
内
で

15
分
以
上
継
続
し
て
運
動
を

行
っ
た
住
民
等
の
人
口
に
対

す
る
割
合
を
競
う
も
の
。

　
早
朝
、
農
家
が
待
ち
望
ん

だ
恵
の
雨
が
降
っ
た
新
郷
村

は
、「
健
康
で
明
る
く
心
豊

か
な
長
寿
の
む
ら
」の
実
現

に
向
け
、
８
度
目
の
挑
戦
。

過
去
６
回
、
参
加
率
日
本
一

の
自
治
体
に
贈
ら
れ
る
大
賞

を
受
賞
し
て
い
る
こ
と
か
ら

「
殿
堂
入
り
」が
決
定
し
て

い
る
も
の
の
、
今
年
は
世
界

の
参
加
国
と
も
率
を
競
う

「
ワ
ー
ル
ド
チ
ャ
レ
ン
ジ

デ
ー
」
に
も
申
請
し
、
村

一
丸
と
な
っ
て
体
力
づ
く
り

と
ス
ポ
ー
ツ
の
習
慣
化
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　
村
は
５
月
29
日
、
活
力
あ

る
村
に
向
け
健
康
づ
く
り
に

努
め
る
と
し
て「
健
康
宣
言
」

を
行
い
ま
し
た
。
櫻
井
村
長

が「
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
健
康

で
、
楽
し
く
長
生
き
で
き
る

村
を
目
指
し
て
、
村
民
一
人

ひ
と
り
が
健
康
づ
く
り
に

努
め
る
」と
宣
言
。
続
い
て

「
し
ん
ご
う
」の
文
字
を
そ
れ

ぞ
れ
頭
文
字
と
し
た
４
つ
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
参
加
者
全
員

で
唱
和
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
県
職
員
ら
で

結
成
す
る
Ｐ
Ｒ
隊「
高
血
圧
ス

ト
ッ
パ
ー
ズ
」に
よ
る
糖
尿
病

予
防
を
伝
え
る
寸
劇
も
披
露

さ
れ
、
健
康
づ
く
り
に
向
け

た
機
運
を
高
め
ま
し
た
。

　
今
年
の
対
戦
相
手
は
、
島
根
県
・
隠
岐

諸
島
の「
中
ノ
島
」に
あ
る
海
士
町
。
豊
か

な
海
と
豊
富
な
湧
水
に
恵
ま
れ
た
、

自
給
自
足
の
で
き
る
半
農
半
漁
の
島

で
す
。

　
海
士
町
は
平
成
16
年
か
ら
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
に
参
加
し
て
お
り
、
今
回
で
16

回
目
の
挑
戦
。
ラ
ジ
オ
体
操
や
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
に
加
え
て
、
輪
投
げ
や
ス

ポ
ー
ツ
吹
き
矢
な
ど
、
体
力
や
年
齢
に

関
係
な
く
誰
で
も
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　「
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
習
慣

づ
く
り
や
健
康
意
識
が
定
着

し
た
」と
し
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

デ
ー
へ
の
正
式
参
加
は
今
年

で
最
後
と
明
言
し
て
い
た
櫻

井
村
長
。
８
年
間
の
挑
戦
を

終
え
、
参
加
者
へ
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
こ

れ
を
土
台
と
し
て
、
ま
た
新

た
な
気
持
ち
で
体
力
づ
く
り

や
健
康
増
進
に
取
り
組
む
こ

と
を
誓
い
ま
し
た
。

　
恒
例
と
な
っ
た
八
戸

西
高
等
学
校
ス
ポ
ー
ツ

科
学
科
の
生
徒
に
よ
る

「
集
団
行
動
」の
披
露
。

１
、
２
年
生
80
人
が
息

の
合
っ
た
演
技
を
見
せ
ま
し
た
。

　
野
沢
中
出
身
の
鹿
島
愛
莉
さ
ん

（
２
年
）は「
時
間
が
な
い
な
か
練

習
を
重
ね
、
不
安
も
あ
っ
た
け
ど

納
得
の
い
く
仕
上
が
り
だ
っ
た
。

今
ま
で
は
楽
し
む

側
、
今
回
は
楽
し

ま
せ
る
側
と
し
て

村
の
体
力
づ
く
り

に
関
わ
る
こ
と
が

で
き
て
う
れ
し
い

で
す
」と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
ヴ
ァ
ン
ラ
ー

レ
八
戸
Ｆ
Ｃ

（
Ｊ
３
）の
選
手

を
招
い
て
の

サ
ッ
カ
ー
教
室

に
は
村
内
外
か

ら
約
40
人
の

児
童
が
参
加
。

ボ
ー
ル
遊
び
や

ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
通
し
、
体
を
動
か

す
楽
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た

「
人
権
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」
と
銘

打
っ
て
、
仲
間
を
思
い
や
り
支
え

合
う
大
切
さ
に
つ
い
て
も
教
わ
り

ま
し
た
。
金
井
隆
太
選
手
は

「
サ
ッ
カ
ー
は

11
人
で
戦
う
ス

ポ
ー
ツ
。
１
人

の
プ
レ
ー
を
10

人
の
仲
間
が
助

け
る
。
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て『
誰

か
の
た
め
に
い

ま
で
き
る
こ
と

は
な
い
か
な
？
』

と
考
え
る
心
を

育
て
成
長
し
て

ほ
し
い
」と
伝
え

ま
し
た
。
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2019
５月29日全国一斉開催

参加率113.1％！ 日本一、そして世界一へ！

スポーツの力で日本を元気に！

西
高
魂

集
団
行
動
！

い
き
い
き
長
生
き
！

新
郷
村
で
健
康
宣
言
！

体
力
づ
く
り
は

次
の
ス
テ
ー
ジ
へ… 人権ってなぁに？

一方、島根県

海士町では…
あまちょう

サッカーを通じて思いやる心を学ぼう

新郷村健康宣言

○し 身体の状態を確かめるため、年１回は健（検）診を受けます
○ん「んだんだ」と、仲間と共感しあえる時間をつくります
○ご ごはんとおかず、野菜を毎食そろえて食べます
○う 運動する時間を、週３日１回10分以上とります

令和元年５月29日

　「健康で明るく心豊かな長寿のむらを目指して」、誰も
が安心して暮らせる活力ある村づくりを推進するため、
村民一人ひとりが健康寿命を延ばし、明るく元気で生活
できることは新郷村の願いです。
　高齢になっても社会の中で何らかの役割を持ち続け活
躍できるよう、住民が自身の健康について考え実践して
いくことを基本とし、行政や関係機関が一体となってそ
れを支援する環境づくりに取り組みます。
　「小さいころから健康で、楽しく長生きできるむら」を
目指して、村民一人ひとりが健康づくりに努めることを
ここに宣言します。

参加率 113.1％
人　口
参加者

2,492人
2,818人

2,283人
1,493人

新郷村
参加率 38.1％
人　口
参加者

4,255人
1,619人

ノヴァーキ（スロヴァキア）
参加率 65.4％
人　口
参加者

海士町海士町
↓
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ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
通
し
、
体
を
動
か

す
楽
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た

「
人
権
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」
と
銘

打
っ
て
、
仲
間
を
思
い
や
り
支
え

合
う
大
切
さ
に
つ
い
て
も
教
わ
り

ま
し
た
。
金
井
隆
太
選
手
は

「
サ
ッ
カ
ー
は

11
人
で
戦
う
ス

ポ
ー
ツ
。
１
人

の
プ
レ
ー
を
10

人
の
仲
間
が
助

け
る
。
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て『
誰

か
の
た
め
に
い

ま
で
き
る
こ
と

は
な
い
か
な
？
』

と
考
え
る
心
を

育
て
成
長
し
て

ほ
し
い
」と
伝
え

ま
し
た
。
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2019
５月29日全国一斉開催

参加率113.1％！ 日本一、そして世界一へ！

スポーツの力で日本を元気に！

西
高
魂

集
団
行
動
！

い
き
い
き
長
生
き
！

新
郷
村
で
健
康
宣
言
！

体
力
づ
く
り
は

次
の
ス
テ
ー
ジ
へ… 人権ってなぁに？

一方、島根県

海士町では…
あまちょう

サッカーを通じて思いやる心を学ぼう

新郷村健康宣言

○し 身体の状態を確かめるため、年１回は健（検）診を受けます
○ん「んだんだ」と、仲間と共感しあえる時間をつくります
○ご ごはんとおかず、野菜を毎食そろえて食べます
○う 運動する時間を、週３日１回10分以上とります

令和元年５月29日

　「健康で明るく心豊かな長寿のむらを目指して」、誰も
が安心して暮らせる活力ある村づくりを推進するため、
村民一人ひとりが健康寿命を延ばし、明るく元気で生活
できることは新郷村の願いです。
　高齢になっても社会の中で何らかの役割を持ち続け活
躍できるよう、住民が自身の健康について考え実践して
いくことを基本とし、行政や関係機関が一体となってそ
れを支援する環境づくりに取り組みます。
　「小さいころから健康で、楽しく長生きできるむら」を
目指して、村民一人ひとりが健康づくりに努めることを
ここに宣言します。

参加率 113.1％
人　口
参加者

2,492人
2,818人

2,283人
1,493人

新郷村
参加率 38.1％
人　口
参加者

4,255人
1,619人

ノヴァーキ（スロヴァキア）
参加率 65.4％
人　口
参加者

海士町海士町
↓



平成30年度 予 算 執 行 状 況平成30年度 予 算 執 行 状 況 （平成31年３月末現在）

　新郷村の条例により、平成30年度の　財政状況の概要をお知らせします。

一 般 会 計一 般 会 計

予算額
執行額

歳入予算額　3,056,606
収 入 済 額　2,498,968
収入執行率　　81.8%

そ の 他

村　　　債

諸 収 入

繰 入 金

県 支 出 金

国庫支出金

地方交付税

村　　　税

0 500,000 1,000,000 1,500,000 2,000,000

歳　入歳　出 （単位：千円）（単位：千円）

205,115
197,499

176,263
174,050

123,004
183,288

111,972
113,173

77,218
92,980

579,600
53,200

209,816
223,272

55,069
55,707

405,011
515,664

353,126
527,725

42,556
102,904

290,224
392,329

130,911
145,235

195,924
378,891

419,240
440,574

174,813
211,592

258,095
264,100

1,542,380
1,492,744

0 500,000 1,000,000 1,500,000 2,000,000

そ の 他

公 債 費

教 育 費

消 防 費

土 木 費

商 工 費

農林水産業費

衛 生 費

民 生 費

総 務 費

議 会 費

予算額
執行額

歳出予算額　3,056,606  
支 出 済 額　2,335,412  
支出執行率　　76.4% 

地 方 債 の 現 在 高 （単位：千円）

（令和元年5月末現在） （平成31年3月末現在） （平成31年 3月末現在）

会 計 区 分

金 額 ・ 構 成 比 金　額 構成比

100.0%

76.6%

1.3%

0.1%

13.4%

1.3%

7.3%

2,219,594

38,294

742

388,928

36,825

211,488

2,895,871 100.0％

100.0％4,112

4,112 100.0％

97.9％

2.1％

256,231

5,400

261,631 100.0％

54.4%

　

　

13.2%

　

32.4%

433,659

　

　

105,297

　

258,803

65.5%

　

　

　

　

34.5%

92,377

　

　

　

　

48,609

797,759 100.0％140,986

金　額 構成比

地方公共団体金融機構
（金融公庫含む）

国 の 予 算 貸 付

み ち の く 銀 行

青 森 県

合　　　　　計

財政融資資金

郵便貯金資金

簡易生命保険資金
借

入

先

政
府
資
金

一 般 会 計
【デイサービス施設分含む】 診療所特別会計 簡易水道特別会計 特定環境保全公共

下 水 道 特 別 会 計
農 業 集 落 排 水
特 別 会 計

金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 構成比

特別会計　歳入歳出予算の状況 基 金 等 の 状 況
（単位：千円）

特別会計名

国民健康保険
国民健康保険
診 療 所

簡 易 水 道

戸 来 財 産 区

西 越 財 産 区

下 　 水 　 道

農業集落排水

介 護 保 険

後期高齢者医療

予 算 額

414,764

99,793

47,856

16,179

30,358

165,046

32,256

479,972

82,169

収入済額

355,049

42,194

21,114

15,259

29,521

20,482

1,431

357,020

34,534

執行率

85.6%

42.3%

44.1%

94.3%

97.2%

12.4%

4.4%

74.4%

42.0%

359,218

90,316

43,093

3,433

5,517

146,864

30,168

398,696

71,263

86.6%

90.5%

90.0%

21.2%

18.2%

89.0%

93.5%

83.1%

86.7%

執行率支出済額 有 価 証 券
（ 特 別 会 計 含 む ） 3,627千円

一時借入金の残高 200,000千円

出 資 に よ る 権 利
（ 特 別 会 計 含 む ） 37,519千円

基 金 1,167,228千円

一 般 会 計 分 1,034,648千円

うち土地開発基金 16,388千円

特 別 会 計 分 132,580千円

土 地 0 ㎡ 

10,443
21,885

災害復旧費・　
労働費・予備費（ （
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６
月
２
日
、
キ
リ
ス
ト
の
里
公

園
で
村
観
光
協
会（
小
坂
章
会
長
）

主
催
の
第
56
回
キ
リ
ス
ト
祭
が
執

り
行
わ
れ
、
キ
リ
ス
ト
の
御
霊
を

慰
め
ま
し
た
。

 

慰
霊
祭
で
は
祝
詞
奏
上
と
玉
串

奉
奠
が
行
わ
れ
、
戸
来
田
中
獅
子

舞
保
存
会
が「
権
現
舞
」を
奉
納
。

続
い
て
村
ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
芸
能
保

存
会
が
キ
リ
ス
ト
の
墓
を
囲
ん
で

し
な
や
か
で
優
美
な
舞
を
披
露
し

ま
し
た
。

 

今
年
も
県
内
外
か
ら
多
く
の
観
光

客
が
来
訪
。
慰
霊
祭
終
了
後
の

ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
の
手
踊
り
体
験
に

も
多
数
の
参
加
者
が
お
り
、
初
夏

の
空
の
下
、
伝
統
と
ロ
マ
ン
に
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
を
巡
ら
せ
て
い
る

様
子
で
し
た
。

　
第
71
回
三
戸
郡
総
合
体
育
大
会

が
６
月
２
日
、
８
日
、
９
日
の
３

日
間
、
五
戸
町
を
主
会
場
に
開
催

さ
れ
三
戸
郡
下
６
町
村
、
１
，
３

１
９
人
の
選
手
団
が
日
頃
鍛
え
た

技
を
競
い
ま
し
た
。

　
本
村
か
ら
は
、
杉
村
勝
司
体
育

協
会
会
長
を
団
長
と
す
る
選
手
団

約
１
０
０
人
が
11
種
目
に
出
場
。

総
合
順
位
は
６
位
と
い
う
結
果

に
な
り
ま
し
た
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
競
技
で
は
団
体
２
位
、
さ

ら
に
小
坂
直
枝
さ
ん
が
71
打
で
女

子
個
人
の
部
で
１
位
に
輝
く
な
ど

強
さ
を
見
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
工

藤
舞
緒
さ
ん
が
陸
上
競
技
女
子
砲

丸
投
げ
で
３
位
、
村
上
雄
哉
さ
ん

が
陸
上
１
５
０
０
ｍ
で
２
位
、

５
０
０
０
ｍ
で
は
１
位
と
な
り

健
闘
し
ま
し
た
。

《
総
合
順
位
》

優
　
勝
　
南
部
町
　
95
・
０
点

準
優
勝
　
五
戸
町
　
87
・
５
点

３
　
位
　
三
戸
町
　
73
・
５
点

４
　
位
　
階
上
町
　
62
・
５
点

５
　
位
　
田
子
町
　
41
・
５
点

６
　
位
　
新
郷
村
　
27
・
０
点

　
佐
藤
將
彦
八
戸
税
務
署
長
は
、

６
月
10
日
村
長
室
を
訪
れ
、
村
が

申
告
納
税
制
度
の
発
展
に
寄
与
し

た
と
し
て
櫻
井
村
長
へ
感
謝
状
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

　
村
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
所
得

税
等
に
係
る
確
定
申
告
書
類
の
電

子
デ
ー
タ
引
継
ぎ
を
開
始
。
こ
れ

に
よ
り
、
申
告
書
に
添
付
す
る
書

類
の
簡
略
化
と
行
政
効
率
化
を
達

成
し
ま
し
た
。
地
方
公
共
団
体
か

ら
国
へ
の
電
子
申
告
は
、
八
戸
税

務
署
管
内
で
は
未
だ
普
及
し
て
お

ら
ず
、
本
村
が
先
駆
的
に
取
り
組

ん
だ
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の

た
め
電
子
申
告
を
積
極
的
に
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　
多
年
に
わ
た
っ
て
教
育
委
員
と

し
て
従
事
し
、
地
域
教
育
の
向
上

と
発
展
に
貢
献
し
た
と
し
て
、
下

村
勇
一
郎
さ
ん
へ
全
国
市
町
村
教

育
委
員
会
連
合
会
と
青
森
県
市
町

村
教
育
委
員
会
連
絡
協
議
会
か
ら

表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
５
月
29
日
、
櫻
井
村
長
か
ら
賞

状
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
下

村
さ
ん
は
平
成
21
年
９
月
に
就
任

以
来
、
通
算
８
年
10
ヵ
月
に
わ
た
っ

て
教
育
委
員
を
務
め
ま
し
た
。

　
６
月
１
日
、
村
農
業
後
継
者
の

会（
佐
々
木
健
司
会
長
）は
、
高
齢

化
や
担
い
手
不
足
に
悩
む
農
家
か

ら
請
け
負
っ
た
水
田
の
田
植
え
を

行
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
村
内
５
戸
の
農
家
か
ら

２
・
44
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
田
を
受

託
。
会
員
は
田
植
え
機
を
慣
れ
た

手
つ
き
で
扱
い
、
一
枚
一
枚
丁
寧

に「
ま
っ
し
ぐ
ら
」の
苗
を
植
え
つ

け
ま
し
た
。
秋
に
収
穫
し
た
米
は

農
協
へ
出
荷
す
る
ほ
か
、
ふ
る
さ

と
ま
つ
り
で
の
販
売
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

第
56
回
キ
リ
ス
ト
祭

の
り
と
そ
う
じ
ょ
う

ほ
う
て
ん

伝
統
と
ロ
マ
ン
に
思
い
は
せ

電
子
申
告
の
推
進
で

　住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
と

　
　行
政
効
率
化
に
寄
与

　
令
和
元
年
第
２
回
新
郷
村
議

会
定
例
会
が
６
月
３
日
か
ら
６
月

７
日
ま
で
開
か
れ
、
次
の
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。

▼
令
和
元
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度
一
般
会
計
補
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予
算
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２
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追
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、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
25

億
９
，
２
０
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９
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。
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。
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薦
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６
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。
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３
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。
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６
月
２
日
、
キ
リ
ス
ト
の
里
公

園
で
村
観
光
協
会（
小
坂
章
会
長
）

主
催
の
第
56
回
キ
リ
ス
ト
祭
が
執

り
行
わ
れ
、
キ
リ
ス
ト
の
御
霊
を

慰
め
ま
し
た
。

 

慰
霊
祭
で
は
祝
詞
奏
上
と
玉
串

奉
奠
が
行
わ
れ
、
戸
来
田
中
獅
子

舞
保
存
会
が「
権
現
舞
」を
奉
納
。

続
い
て
村
ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
芸
能
保

存
会
が
キ
リ
ス
ト
の
墓
を
囲
ん
で

し
な
や
か
で
優
美
な
舞
を
披
露
し

ま
し
た
。

 

今
年
も
県
内
外
か
ら
多
く
の
観
光

客
が
来
訪
。
慰
霊
祭
終
了
後
の

ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
の
手
踊
り
体
験
に

も
多
数
の
参
加
者
が
お
り
、
初
夏

の
空
の
下
、
伝
統
と
ロ
マ
ン
に
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
を
巡
ら
せ
て
い
る

様
子
で
し
た
。

　
第
71
回
三
戸
郡
総
合
体
育
大
会

が
６
月
２
日
、
８
日
、
９
日
の
３

日
間
、
五
戸
町
を
主
会
場
に
開
催

さ
れ
三
戸
郡
下
６
町
村
、
１
，
３

１
９
人
の
選
手
団
が
日
頃
鍛
え
た

技
を
競
い
ま
し
た
。

　
本
村
か
ら
は
、
杉
村
勝
司
体
育

協
会
会
長
を
団
長
と
す
る
選
手
団

約
１
０
０
人
が
11
種
目
に
出
場
。

総
合
順
位
は
６
位
と
い
う
結
果

に
な
り
ま
し
た
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
競
技
で
は
団
体
２
位
、
さ

ら
に
小
坂
直
枝
さ
ん
が
71
打
で
女

子
個
人
の
部
で
１
位
に
輝
く
な
ど

強
さ
を
見
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
工

藤
舞
緒
さ
ん
が
陸
上
競
技
女
子
砲

丸
投
げ
で
３
位
、
村
上
雄
哉
さ
ん

が
陸
上
１
５
０
０
ｍ
で
２
位
、

５
０
０
０
ｍ
で
は
１
位
と
な
り

健
闘
し
ま
し
た
。

《
総
合
順
位
》

優
　
勝
　
南
部
町
　
95
・
０
点

準
優
勝
　
五
戸
町
　
87
・
５
点

３
　
位
　
三
戸
町
　
73
・
５
点

４
　
位
　
階
上
町
　
62
・
５
点

５
　
位
　
田
子
町
　
41
・
５
点

６
　
位
　
新
郷
村
　
27
・
０
点

　
佐
藤
將
彦
八
戸
税
務
署
長
は
、

６
月
10
日
村
長
室
を
訪
れ
、
村
が

申
告
納
税
制
度
の
発
展
に
寄
与
し

た
と
し
て
櫻
井
村
長
へ
感
謝
状
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

　
村
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
所
得

税
等
に
係
る
確
定
申
告
書
類
の
電

子
デ
ー
タ
引
継
ぎ
を
開
始
。
こ
れ

に
よ
り
、
申
告
書
に
添
付
す
る
書

類
の
簡
略
化
と
行
政
効
率
化
を
達

成
し
ま
し
た
。
地
方
公
共
団
体
か

ら
国
へ
の
電
子
申
告
は
、
八
戸
税

務
署
管
内
で
は
未
だ
普
及
し
て
お

ら
ず
、
本
村
が
先
駆
的
に
取
り
組

ん
だ
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の

た
め
電
子
申
告
を
積
極
的
に
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　
多
年
に
わ
た
っ
て
教
育
委
員
と

し
て
従
事
し
、
地
域
教
育
の
向
上

と
発
展
に
貢
献
し
た
と
し
て
、
下

村
勇
一
郎
さ
ん
へ
全
国
市
町
村
教

育
委
員
会
連
合
会
と
青
森
県
市
町

村
教
育
委
員
会
連
絡
協
議
会
か
ら

表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
５
月
29
日
、
櫻
井
村
長
か
ら
賞

状
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
下

村
さ
ん
は
平
成
21
年
９
月
に
就
任

以
来
、
通
算
８
年
10
ヵ
月
に
わ
た
っ

て
教
育
委
員
を
務
め
ま
し
た
。

　
６
月
１
日
、
村
農
業
後
継
者
の

会（
佐
々
木
健
司
会
長
）は
、
高
齢

化
や
担
い
手
不
足
に
悩
む
農
家
か

ら
請
け
負
っ
た
水
田
の
田
植
え
を

行
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
村
内
５
戸
の
農
家
か
ら

２
・
44
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
田
を
受

託
。
会
員
は
田
植
え
機
を
慣
れ
た

手
つ
き
で
扱
い
、
一
枚
一
枚
丁
寧

に「
ま
っ
し
ぐ
ら
」の
苗
を
植
え
つ

け
ま
し
た
。
秋
に
収
穫
し
た
米
は

農
協
へ
出
荷
す
る
ほ
か
、
ふ
る
さ

と
ま
つ
り
で
の
販
売
も
予
定
し
て

い
ま
す
。
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に
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の
推
進
で
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と
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政
効
率
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に
寄
与

　
令
和
元
年
第
２
回
新
郷
村
議

会
定
例
会
が
６
月
３
日
か
ら
６
月

７
日
ま
で
開
か
れ
、
次
の
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。

▼
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

９
２
４
万
９
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
25

億
９
，
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０
４
万
９
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

▼
新
郷
村
教
育
委
員
会
委
員
に

次
の
方
が
任
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れ
ま
し
た
。

任
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は
令
和
元
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６
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か
ら
４
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間
で
す
。
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　幸
吉
　氏（
川
代
日
向
）

▼
人
権
擁
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委
員
候
補
者
に
次

の
方
が
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

現
委
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の
任
期
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和
元
年

６
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30
日
を
も
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て
満
了
す

る
た
め
、
後
任
の
委
員
候
補

者
と
し
て
推
薦
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　
中
田

　惠
子
　氏（
中
里
）

▼
新
郷
村
農
業
委
員
会
委
員

（
定
数
10
）に
対
し
次
の
10

名
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
令
和
元
年
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29
日
か

ら
３
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で
す
。
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・
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２
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夏の交通安全県民運動

　夏期は、子どもや高齢者の交通事故、自転車利用中の交通事故、飲酒運転に
よる交通事故が多く発生しています。歩行者や自転車利用者の皆さんは、反射
材用品を身に付け、道路を渡るときは左右の安全確認をしましょう。
　シートベルトやチャイルドシートは全ての座席で着用しましょう。
　ドライバーの皆さんは、スピードを控え、お酒を飲んだら絶対に運転しない
でください。交通ルールとマナーを守り、悲惨な交通事故をなくしましょう。

７月21日（日）～31日（水）

夏の交通安全県民運動

運動の重点

運動の目的

１　子どもと高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の交通事故防止　
２　自転車の安全利用の推進 
３　全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底 
４　飲酒・暴走運転の根絶 

　ひろく県民に交通安全思想の普及・浸透を図り、交通ルールの遵守と正しい交通
マナーの実践を習慣づけるとともに、県民自身による道路交通環境の改善を推進
することにより、交通事故防止の徹底を図ることを目的とする。

お知らせ

熱 中 症 に つ い て
　「熱中症」とは、高温下での運動や労働のため、発汗機構や循環系に異常をきたし、体温の
調節がうまくできなくなることによって起こる病気で、様々な体の不調を総称したものです。
　暑くなるこれからの時期は、なるべく炎天下での長時間の作業や運動は避け、こまめに水分の
補給をすることが重要です。熱中症は症状により 熱けいれん 、熱疲労 、熱射病 に分けら
れます。

西分遣所新庁舎完成に伴い
７月10日から新庁舎で
業務開始となります。

新住所　新郷村大字戸来字中野平７番地１
ＴＥＬ　0178－78－2119
　　　　※電話番号に変更はありません。

五戸消防署　西分遣所移転のお知らせ 放送大学  入学生募集のお知らせ
　放送大学は、2019年10月入学生を募集して
います。
　放送大学では、10代から90代の幅広い世代の
学生が、大学を卒業したい、学びを楽しみたい
など、様々な目的で学んでいます。
　授業は、心理学・福祉・経済・歴史・文学・
情報・自然科学など、約300の幅広い科目があり、
１科目から学ぶことができます。
　出願期間は９月20日まで。資料を無料で差し
上げていますので、お気軽に放送大学青森学習
センター（℡ 0172－38－0500）又は八戸サテライト
スペース（℡ 0178－70－1663）までご請求ください。
放送大学ホームページでも受け付けています。

　10月予定の消費税率引上げによる低所得者や
小さな乳幼児がいる子育て世帯の家計に与える
影響を緩和するとともに、地域の消費を下支え
するためにプレミアム付商品券を販売します。
　プレミアム付商品券の販売に先駆け、商品券
を使用できる村内の店舗を募集
しますので、多くの参加をお待
ちしております。
　詳細につきましては住民課
まで問い合わせください。

募 集 期 限　令和元年７月12日（金）まで
問い合わせ　役場住民課　
　　　　　　℡ 78－2111（内線182）

　日本遺族会は、「戦没者遺児による慰霊友好親善事業」の参加者を募集しています。この事業は、
厚生労働省から補助を受け実施しており、先の大戦で父等を亡くした戦没者の遺児を対象として、
父等の戦没した旧戦域を訪れ、慰霊追悼を行うとともに同地域の住民と友好親善をはかることを
目的としています。日程・費用等の詳細は下記まで問い合わせください。
日本遺族会事務局　〒102－0074　東京都千代田区九段南１－６－17　℡ 03－3261－5521

バスの車内事故防止についてのお願い
　走行中に席を離れると、転倒など思わぬ
けがをする場合があります。お降りの際は、
バスが停留所に着いて扉が開いてから
席をお立ち願います。
　また、バスは安全運転に徹しておりますが、
やむを得ず急ブレーキを掛ける場合があります。
満席のため、お立ちになってご利用いた
だく場合には、吊革や握り棒にしっか
りおつかまりください。
　バスの車内事故防止に皆様のご理解とご協力
をお願いします。

東北運輸局青森運輸支局・（公社）青森県バス協会

　認知症や障がい等により判断能力が不十分に
なった人を支援する市民後見人を養成します。
〇期　　　間　９月中旬～10月下旬までの10日間
　　　　　　　（週１～２回）
〇場　　　所　はちふくプラザねじょう
　　　　　　　（八戸市総合福祉会館）
〇対　　　象　おおむね25歳～74歳以下
〇定　　　員　50人
〇事前説明会　７月24日（水）　13時30分～15時
　　　　　　　７月25日（木）　13時30分～15時

受講希望者は、どちらかに
１回参加が必要です。

申し込み・問い合わせ
八戸市成年後見センター　℡ 0178－24－1324
　　　　　　　　　　　　℻ 0178－47－1881

八戸圏域市民後見人養成研修
受講者募集

）（

〇入 寮 資 格　保護者が青森県民で東京都又は
その近郊の大学、専修学校等に
在学、又は入学見込みの男子学生

〇場　　　所　東京都小平市鈴木町一丁目103－１
〇部屋・設備　個室

（ベッド、机、エアコン等備え付け）
〇経　　　費　入寮費年額３万円、寮費月額３万

円、食費１食450円（平日の夕食の
み希望制）、電気料金実費

　申し込み方法等詳細は以下に問い合わせるか
ホームページをご覧ください。
問い合わせ

（公財）青森県育英奨学会（青森県教育委員会教職員課内）
〒030－8540　青森市長島一丁目１－１
　　　　　　 ℡ 017－734－9879
http://syougakukai.wixsite.com/aomori-ryo

青森県学生寮　入寮生募集

プレミアム付商品券
取扱い店舗を募集します！

消費税増税
対策

◆◆◆◆ 五戸消防署西分遣所からのお知らせ ◆◆◆◆
しょうぼう情報

☆消防に関する問い合わせは五戸消防署西分遣所まで　℡ 78－2119

〈熱けいれん〉
　痛みを伴った筋肉の痙攣であり、吐き気や腹痛を
伴います。大量の発汗があるのに水分を補給しな
かったり、塩分を含まない水分のみを補給したとき
に起こりやすいです。
〈熱　疲　労〉
　疲労感、頭痛、めまい、吐き気などの症状が認めら
れます。大量の発汗による脱水症状であり、汗の蒸発
による熱放散が不足するために体温は上昇します。
〈熱　射　病〉
　体温調節機能が破綻した状態で、異常な体温の
上昇と興奮、錯乱、痙攣、昏睡などの意識障害が
特徴です。発汗の停止によって皮膚は乾燥し、手当
てが遅れればショックや臓器障害に陥り、死亡する
こともあるので危険な状態です。

【対応として】
・風通しが良い日陰や冷房の効いた場所に運び、衣類

をゆるめて本人が楽な体位にします。
・意識があり、吐き気や嘔吐などがなければ、水分

補給をさせます。スポーツ飲料か、薄い食塩水など
を飲ませます。

・皮膚の温度が高いときには、直ちに体温を下げる
ことが重要です。頭、首、わきの下を冷やすこと
により効果的に体温を下げることができます。

・このような手当てをしても、熱けいれんや熱疲労の
症状がおさまらないときや、熱射病の症状がある
ときは、早急に医療機関での治療が必要となる
ため、119番に通報し救急車を呼びましょう。

戦没者遺児による慰霊友好親善事業
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夏の交通安全県民運動

　夏期は、子どもや高齢者の交通事故、自転車利用中の交通事故、飲酒運転に
よる交通事故が多く発生しています。歩行者や自転車利用者の皆さんは、反射
材用品を身に付け、道路を渡るときは左右の安全確認をしましょう。
　シートベルトやチャイルドシートは全ての座席で着用しましょう。
　ドライバーの皆さんは、スピードを控え、お酒を飲んだら絶対に運転しない
でください。交通ルールとマナーを守り、悲惨な交通事故をなくしましょう。

７月21日（日）～31日（水）

夏の交通安全県民運動

運動の重点

運動の目的

１　子どもと高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の交通事故防止　
２　自転車の安全利用の推進 
３　全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底 
４　飲酒・暴走運転の根絶 

　ひろく県民に交通安全思想の普及・浸透を図り、交通ルールの遵守と正しい交通
マナーの実践を習慣づけるとともに、県民自身による道路交通環境の改善を推進
することにより、交通事故防止の徹底を図ることを目的とする。

お知らせ

熱 中 症 に つ い て
　「熱中症」とは、高温下での運動や労働のため、発汗機構や循環系に異常をきたし、体温の
調節がうまくできなくなることによって起こる病気で、様々な体の不調を総称したものです。
　暑くなるこれからの時期は、なるべく炎天下での長時間の作業や運動は避け、こまめに水分の
補給をすることが重要です。熱中症は症状により 熱けいれん 、熱疲労 、熱射病 に分けら
れます。

西分遣所新庁舎完成に伴い
７月10日から新庁舎で
業務開始となります。

新住所　新郷村大字戸来字中野平７番地１
ＴＥＬ　0178－78－2119
　　　　※電話番号に変更はありません。

五戸消防署　西分遣所移転のお知らせ 放送大学  入学生募集のお知らせ
　放送大学は、2019年10月入学生を募集して
います。
　放送大学では、10代から90代の幅広い世代の
学生が、大学を卒業したい、学びを楽しみたい
など、様々な目的で学んでいます。
　授業は、心理学・福祉・経済・歴史・文学・
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１科目から学ぶことができます。
　出願期間は９月20日まで。資料を無料で差し
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　詳細につきましては住民課
まで問い合わせください。

募 集 期 限　令和元年７月12日（金）まで
問い合わせ　役場住民課　
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　日本遺族会は、「戦没者遺児による慰霊友好親善事業」の参加者を募集しています。この事業は、
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父等の戦没した旧戦域を訪れ、慰霊追悼を行うとともに同地域の住民と友好親善をはかることを
目的としています。日程・費用等の詳細は下記まで問い合わせください。
日本遺族会事務局　〒102－0074　東京都千代田区九段南１－６－17　℡ 03－3261－5521
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席をお立ち願います。
　また、バスは安全運転に徹しておりますが、
やむを得ず急ブレーキを掛ける場合があります。
満席のため、お立ちになってご利用いた
だく場合には、吊革や握り棒にしっか
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　バスの車内事故防止に皆様のご理解とご協力
をお願いします。

東北運輸局青森運輸支局・（公社）青森県バス協会

　認知症や障がい等により判断能力が不十分に
なった人を支援する市民後見人を養成します。
〇期　　　間　９月中旬～10月下旬までの10日間
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　　　　　　　（八戸市総合福祉会館）
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その近郊の大学、専修学校等に
在学、又は入学見込みの男子学生

〇場　　　所　東京都小平市鈴木町一丁目103－１
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取扱い店舗を募集します！
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　痛みを伴った筋肉の痙攣であり、吐き気や腹痛を
伴います。大量の発汗があるのに水分を補給しな
かったり、塩分を含まない水分のみを補給したとき
に起こりやすいです。
〈熱　疲　労〉
　疲労感、頭痛、めまい、吐き気などの症状が認めら
れます。大量の発汗による脱水症状であり、汗の蒸発
による熱放散が不足するために体温は上昇します。
〈熱　射　病〉
　体温調節機能が破綻した状態で、異常な体温の
上昇と興奮、錯乱、痙攣、昏睡などの意識障害が
特徴です。発汗の停止によって皮膚は乾燥し、手当
てが遅れればショックや臓器障害に陥り、死亡する
こともあるので危険な状態です。

【対応として】
・風通しが良い日陰や冷房の効いた場所に運び、衣類

をゆるめて本人が楽な体位にします。
・意識があり、吐き気や嘔吐などがなければ、水分

補給をさせます。スポーツ飲料か、薄い食塩水など
を飲ませます。

・皮膚の温度が高いときには、直ちに体温を下げる
ことが重要です。頭、首、わきの下を冷やすこと
により効果的に体温を下げることができます。

・このような手当てをしても、熱けいれんや熱疲労の
症状がおさまらないときや、熱射病の症状がある
ときは、早急に医療機関での治療が必要となる
ため、119番に通報し救急車を呼びましょう。

戦没者遺児による慰霊友好親善事業



黒い雲が広がってゴジラVSキン
グギドラの戦いが始まった！！
僕は口から光線を出すゴジラが
一番好きなんだ

櫻 井　琥 白くん（さくら組）
こ はくさくら い

かな とよこ た

トリケラトプスにティラノサ
ウルス…大好きな恐竜を描い
たよ！火山が噴火して逃げて
いる所！

横 田　叶 翔くん（さくら組）

７月
男　1,208人（±０人）
女　1,244人（－３人）
計　2,452人（－３人）
世帯数925世帯（±０世帯）
（令和元年５月末現在）

12月

人の動き

む ら の ガイド
令和元年

誕 生 石

燃えるごみ収集日　新郷村全域　月曜日・木曜日（祝日も収集します）

家庭ごみは収集日の朝に出して下さい。生ごみの水切りにご協力を

ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう

村民相談日　毎週月・木曜日　午前９時〜午後４時まで（場所：山村開発センター　祝日の場合は曜日変更あり）

２０１９年７月
行　　事　　等日 曜

新郷温泉館休館日
村・県民税　第１期納期限
特定健診
特定健診（～５日）
資源ごみ（ペットボトル等２品目）収集日
人権相談（相談室 9：00～12：00）
粗大ごみ収集申込受付（～12日）
第27回青森ウェストン祭
新郷温泉館休館日
行政相談（相談室 9：00～11：00）
特定健診
障がい者出張相談

（総合福祉センター会議室 10：00～12：00）
特定健診（～12日）
資源ごみ（新聞等５品目）収集日
献血
乳児・１歳６ヵ月児・２歳児健診
特定健診
特定健診（～19日）
資源ごみ（ビン・ペットボトル等２品目）収集日
粗大ごみ収集日
村内小中学校　第１学期終業式
プール開き
第434回親子早起き掃除
新郷温泉館休館日
燃えないごみ収集日
特定健診

「くらし」と「しごと」無料相談会
（総合福祉センター 13：00～16：00）
特定健診（～26日）
資源ごみ（缶）収集日
暮らしの相談会

（相談室 10：00～12：00）※事前予約必要
新郷温泉館休館日
特定健診
国民健康保険税　第１期納期限
介護保険料　第１期納期限
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献血にご協力を！
～みなさまの、あたたかいご協力をお願いします～

令和元年７月12日（金）
・10時～12時　　　美郷館前
・13時30分～16時　新郷診療所前
※400㎖献血は、以下に該当する
　方が協力できます。
・年齢　男性17歳から69歳までの方
　　　　女性18歳から69歳までの方
・体重　男女とも50kg以上の方

「広げよう、献血の輪！」献血はみなさまの善意に
よって支えられています。

チャレンジデー2019　Ｐ２－３

・平成30年度　予算執行状況 …………………… Ｐ４－５

・第56回キリスト祭 ……………………………… Ｐ６

・電子申告導入で住民サービス向上へ ………… Ｐ６

・熱中症に気をつけましょう …………………… Ｐ９

ルビー（紅玉）
̶ 情熱・権威 ̶

ふみつき
July文 月

主な話題

新郷村健康宣言

○し身体の状態を確かめるため、年１回は健（検）診を受けます

○ん「んだんだ」と、仲間と共感しあえる時間をつくります

○ごごはんとおかず、野菜を毎食そろえて食べます

○う運動する時間を、週３日１回10分以上とります

令和元年５月２９日
こ う ふ く の 日

問い合わせ　役場厚生課　ＴＥＬ：61－7555

（関連記事３ページ）
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